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一過性外向き K 電流、Ito が40％低下していたことよ	
り10）、今回のシミュレーションでも Ito のコンダクタンス




























緻な膜モデルが Luo	&Rudy や Noma らによりコンピュー
タ上で再現されてきている4‒8）。これらを用いて、不整脈
等の発生メカニズム、あるいは薬物効果の研究に汎用され





































パラメーター 静止膜電位 活動電位振幅 APD50 APD90
正常心筋 －83.5mV 111.1mV 29.6ms 59.9ms
Ito40％低下 －82.0mV 109.0mV 64.9ms 98.8ms


















































3 ）	 	Beeler	GW,	Reuter	H	（1977）	Reconstruction	of	 the	







































































細胞内Ca濃度を Current	1（mM）、各種イオン電流をCurrent	2,	3（nA/cm2）に示す。Current の縮尺は x数値
で補正を行っている。
図 4．Ito40％、INaCa30％減少時のラット心室筋細胞。
　正常心室筋細胞モデルで、Ito を40％減少させ、さらに INaCa を30％減少させた際の3.33Hz 刺激時の活動電位を
Vm（mV）、細胞内Ca 濃度を Current	1（mM）、各種イオン電流をCurrent	2,	3（nA/cm2）に示す。Current の
縮尺は x数値で補正を行っている。
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